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新技術・情報名 なばなの周年出荷のための播種期別
栽 培 法

野菜 栽培

分類 ①

1．成果の内容

１)技術・情報の内容及び特徴

なぱな（旦ｪ旦旦旦聖旦哩旦些Ｌ､）を安定的に周年出荷するため、播種期別

に栽培法や収穫法を変える作付体系を薙立した。

（１）なぱな（京築在来種）は収量特性、病虫害の発生状況からみて、３～８

月播種の条播による４～９月出荷は一斉収穫方式、８～９月播種の移植栽培

による１０～３月出荷は側枝収穫方式を組み合わせることにより周年出荷で

きる。

（２）３月から９月まで播種することにより周年生産は可能であるが、５月～７

月播種の側枝収穫方式では栽培期間が長いため病虫害の発生が多く、品

質も低下して生産が不安定である。
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図１周年出荷のための作付け・収穫パターン

Ｏ：播種，●：移植，×：収穫

2)技術・情報の適用効果

なばなの播種期別栽培法の薙立により、安定的な周年供給が可能にな

る。

3)適用範囲

県下全域

4)成果の利活用・普及指導上の留意点

一斉収穫方式は側枝収穫方式より生育期間が短いために、基肥施用量

（窒素、リン酸、カリの各成分量）は２～３割減じ１０a当たり１０～１２ｋｇとする。
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表１ 側枝収穫方式における播種期別収量・品質 (平成２年）
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注）①栽培法は条間１５cmに条播し、株間１０cmに間引きした。
②品質は上、中、下の３段階、病害虫の発生は無、微、少、

５段階で解価した。


